
 

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出張福祉教室で「熱中症予防！」啓発 

７月１３日、田中自治会けやきサロン

に伺いました。 

今年は梅雨が短く、６月から猛暑にな

っています。「熱中症予防」について

のお話をしっかりさせていただき、体

を使った脳トレで楽しまれました。 

社協西部支所ぷちホッと通信

 

 

 

 ほっこりさちよサポート会議（幸世自治振興会）では、

自治会長、民生委員児童委員、民生協力委員、福祉委

員が集まり、自治会での支えあいの推進について話し合

われました。 

前回(令和６年１１月)の交流会をきっかけに、いきいき

百歳体操を立ち上げ、たくさん参加されている現状を発

表いただき、５つの地区に分かれて、自治会内での見守

り活動の方法、移動手段、つどいの場づくりについて状

況や内容、取り組み方などの情報共有をされました。自

治会の活動を聞いて、自分の自治会ではできるか・でき

ないか、どう取り組むかなど自治会の枠を超えて熱心に

話し合われました。 

なんどもなんども…話し合うことで 

５つのグループに分かれて話し合いをされました。 話し合いの後はグループ代表の発表を

聞いてメモされています。 

★出張福祉教室であなたの自治会・サロンに伺います。 

ぜひお申し込みください！ 

みんなの 
ホビー 

今月は応募がなかったんだ         

みんなの趣味で取り組んだ作品を募集している

よ。 
メールでの投稿はコチラまで⇒  hikami@tambawel.jp 

お問い合わせ 丹波市社会福祉協議会西部支所（〒669-3602 丹波市氷上町常楽 209-1）Tel 82-4613 Fax 82-4755 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動終了後感想を書いてもらいました（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みのボランティア 
It is so hot ! 

この夏、氷上中学校の生徒は「サマーボランティア」として、 

地域の子ども食堂やコミュニティ・カフェでの体験学習を行いました。 

この暑さの中、地域のために働く生徒の姿はとても爽やかでした。 

最 初は緊張した面持ちの生徒たちでしたが、場

の雰囲気にも次第に慣れ、お客さまや、地域の世話

役の方々とのコミュニケーションも図れるように

なりました。 

フロアの様子をよく観察し、 

「次に何をすべきか」を 

考え動く姿も見られました。 

ぷちホット通信 vol.72 

一見簡単そうなことに思えても、利用してくださっ

ている人への気持ちがすごく感じられ、心からこの

地域をよくしていきたいという思いが伝わりました

（Y さん） 

交流館の人のサポートのおかげで、とても貴重な時

間を過ごすことができました（Tさん） 

人と出会うのが苦手なので、今のうちに他の地域の

人でも会えたので良かったです（Kさん） 

人の役に立つことで、自分も幸せな気持ちになるこ

とが分かりました（Tさん） 

最後の方は人に話しかけることが出来たので、今後

も積極的に自分の仕事を探すようにしていきたい

（Tさん） 

この体験がこれからの生活に役立てばいいですね☆ 


